
１．シンポジウムの概要

海洋研究開発機構横浜研究所にて第１回アジア

CliC（Climate and Cryosphere：気候と雪氷圏）シ

ンポジウム（1st Asia CliC Symposium-The state
 

and fate of Asian Cryosphere-）を2006年４月20日か

ら22日まで開催した（共催：CliC科学推進委員会，

中国CliC委員会及び日本CliC委員会，後援：海洋研

究開発機構，宇宙航空研究開発機構など)．ここでは

概略のみを紹介する．シンポジウムの詳細に関しては

大畑ほか（2006）を，CliC自体に関しては昨年北京

にて開催された第１回CliC国際科学会議の報告（大

畑ほか，2005）及びCliC国際事務局が作成している

web-site（http://clic.npolar.no）を参照していただ

きたい．

CliCはWCRP（World Climate Research Pro-

gramme：世界気候研究計画）の副プログラムであ

り，第１回アジアCliCシンポジウムの開催目的はア

ジアにおける科学的成果の発表と情報交換，アジアに

おけるCliCの主要課題に関する議論，計画遂行の促

進，CliC活動のアジア諸国への情報提供である．

CliC科学推進委員会からの委員長Barry Goodison

氏，中国CliC委員会からのYao Tandong氏をはじ

めとして，インド，ウズベキスタン，カザフスタン，

中国，日本，ネパール，パキスタン，モンゴル，ロシ

ア，アメリカ，カナダの11か国から107名が出席した．

口頭及びポスター発表のトピックは主に，以下のと

おりである．

１) 氷 河 の 分 布/変 化（Glacier  distribution/

changes)

２)凍土/永久凍土の状態と変化（Frozen ground/

permafrost condition and changes）

３)積雪，寒冷域水文学と水資源（Snow cover,cold
 

region hydrology and water resources)

４)寒冷域及び山岳における地表面と大気過程

（Land surface and atmosphere processes in cold
 

region and mountains)

５)大規模雪氷圏-大気相互作用（Large-scale
 

cryosphere-atmosphere interactions)

６)雪氷圏データベース（Cryospheric database)

７)雪氷圏の衛星と地上観測（Satellite and ground
 

base observations of cryosphere)

８)雪氷圏のモデリング（Modeling of cryosphere)

９)アジアにおける国内/国際活動/プロジェクト

（National/international  activities/projects in
 

Asian region)

10)CliCと他のプログラム（CliC and other pro-

grams)
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特に最終日には，下記の６つのアジアにおける

CliCの主要課題に関して議論がなされた．

１ 氷河（Glacier)

２ 永久凍土と凍土（Permafrost  and frozen
 

ground)

３ 積雪/水文学（Snow cover/hydrology)

４ 雪氷圏-大気相互作用/気候と雪氷圏の関係

（Cryosphere-atmosphere interaction/climate
 

cryosphere relation)

５ 現場/衛星観測（In situ/satellite observations)

６ モデル（Model)

これらの主要課題のうち， 衛星と雪氷/水文」，

「大気-雪氷圏相互作用」，「雪氷圏のモデリング」に

関するワークショップを開催して，さらに議論を深め

る必要があるという意見があり，今後検討することに

なった．

また次回の第２回アジアCliCシンポジウムは，中

国にて2007年の秋ころ開催することが確認された．

本シンポジウムの内容は，最終的にWCRP Infor-

mal  Report及 び 当シンポジウムの Extended
 

AbstractからなるProceedingsとしてまとめられる

予定である．

さらに本シンポジウムでは，アジアCliC委員会を

設立することが参加者によって了承された．当面は中

国CliC委員会と協力しつつ，海洋研究開発機構がそ

の活動と情報交換の役割を担うことになったが，実際

の体制に関しては，今年12月に米国ボルダーで開催さ

れる次回CliC科学推進委員会会議までに確定できる

ように，現在調整が進められている．

本シンポジウム開催にあたり，地球環境フロンティ

ア研究センターの大木美代子推進スタッフをはじめ，

当センターならびに地球環境フロンティア研究セン

ターの研究員・スタッフから多大な協力を得た．ここ

に記して謝意を表します．

(大畑哲夫，矢吹裕伯，杉浦幸之助，市川節子)

２．シンポジウムの印象

アジアは広い．雪氷圏と気候に関わる研究もかくも

広範囲で行われているのかと実感させられたシンポジ

ウムであった．しかし，範囲が広いことと研究者の層

が厚いことは，当然ながら必ずしも一致しない．地表

面と大気過程，大規模雪氷圏-大気相互作用，雪氷圏

のモデリングに関して発表件数はそれぞれ２件，３

件，２件にとどまった．筆者は最終日のセッションで

「モデル」グループの司会をしたが，このグループの

参加者はわずかに５名であった．特にアジアCliCに

大変熱心であり，開催国の日本を除き最も多い参加者

があった中国から議論参加者がなかったのは，意外で

あり残念でもあった．ただし，人数は少なくても，

モデル」グループではデータの利用，必要な観測，

これからの研究などについて非常に熱心に議論された

ことを付け加えておく．

雪氷-大気-気候のカップリングは気候システムの理

解にとって極めて重要である．それは雪氷が他の地表

面と性質が際立って異なることと，雪氷圏は広範に分

布し，気候変動に敏感に反応することによる．雪氷-

大気-気候のカップリングの重要性は参加者にも十分

認識されていたと思う．

その一方で，大気・気候研究者，水文研究者，雪氷

研究者はそれぞれ同じ地域を見る場合でも，視点がそ

れぞれ自分の専門に偏ってしまいがちである．また，

用語の定義や測定方法に専門により違いがあることも

ある．このような専門間の「溝」が再認識され，さら

に深い共同研究によって克服していく必要性が指摘さ

れた．

観測に関しては，山間部の観測が不足している．ま

た，ダストの挙動が雪氷面や大気の放射特性に関連し

て注目されている．
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第１図 アジアCliCシンポジウム開催初日の全体写真．
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今後は地域や研究手法を絞ったワークショップ等を

企画することも考えるべきであろう．雪氷-大気-気候

のカップリングやモデル研究はその有力候補である．

(山崎 剛)
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